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論文をもっと身近に

NII 論文情報ナビゲータCiNiiがリニューアル
2005年 4月に公開されて以来、「論文情報をより多くの人に届けること」を

コンセプトに進化を続けてきたNII論文情報ナビゲータ「CiNii」。学術コンテンツの世界をどう変えてきたのか、
それぞれ企画・設計、管理・運営、ユーザーとしてかかわりの深い 3氏に思いを語ってもらった。

大向 :研究者は自分の研究成果を論文

という形で残します。その論文を他の

研究者が参考にしたり、引用したりし

て、学問は積み重ねられていく。論文

そのものは、各学会や大学に集められ

ます。しかし、バラバラに存在してい

ては、利用する側にとっては不便です。

だから、論文に関する情報は一元化し

ておいたほうがいい。そのためにデー

タベースを構築し、検索しやすい形に

したのが CiNii( サイニイ、図 1) です。

阪口 : NII は、学術情報センターと呼

ばれていた頃から、論文の情報を集め

て公開するというミッションがあり、

NACSIS-IR と NACSIS-ELS というサー

ビスを提供していました。CiNii は、

それらを統合して 2005 年 4 月にス

タートしました。

岡本 : CiNii の登場は衝撃的でしたね。

それまで、学術情報サービスは、有料

だったり簡単には使いこなせなかった

りと、一般の人にはハードルが高いも

のでした。そこへ、無料でしかも使い

やすいサービスが提供されるように

なったのです。ところで、私のような

外の人間には、NII の CiNii、国立国会

図書館(NDL) の NDL-OPAC、科学技術

振興機構 (JST)のJDreamII が学術情報

サービスの三本柱のように見えます。

阪口 : NDL は日本の全出版物の収集

や立法補佐機関としての役割がありま

す。JST には、科学技術の振興や科学

技術情報の流通を行う役割がありま

す。NII は情報学を専門とする研究所

であると同時に、日本の学術情報に関

する研究基盤を整備しています。それ

ぞれのミッションを果たすために、そ

れぞれが学術コンテンツを独自に収集

し、情報サービスを提供しているので

す。

図1   NII 論文情報ナビゲータ
CiNii
無料版と有料版がある。2006年12月

のリニューアルで、2000万の論文の書

誌 (論文簡略情報 )を無料で提供した

ことで、誰でも論文の概要を知ることが

できるようになった。

NII Special

CiNiiとは

CiNii利用登録と利用範囲

(注1)サイトライセンス個人 ID(無料 )を取得

することで、機関外からも機関内と同様の条

件で利用できます。

(注 2)クレジットカード決済で1論文単位で

購入できます。PPV料金が適用されます。

(注3)利用された論文の料金をまとめてご請求

します。料金はPPVより安価です。学会員に

対する優待価格が設定されている場合があり

ます。

(注4)機関定額制で有料の本文を利用するに

は、サイトライセンス個人IDの取得が必要です。
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大向 :組織ごとのミッションの違いか

ら、以前は検索できる分野が異なって

いました。それが最近は、それぞれの

サービスの網羅性が広がり、検索範囲

が重複する分野もあります。その中で、

どのような特徴をもたせられるかが勝

負になってきました。NII では、学術

機関に所属している研究者しか利用で

きなかった NACSIS-IR/ELS に対して、

CiNii を世界中の誰もが利用できるよ

うにしました。検索機能と検索結果の

一覧を表示する部分までを無料で提供

したのです。そして、時代に合わせて

現在もリニューアルを続けています。

大向 :私も学生時代から、研究のため

に CiNii を利用してきました。その頃

から、ブログのように急速に普及が進

んでいるサービスの数々と比べるとお

堅いなと感じていました。アカデミッ

クなサービスは、お堅いのが当たり前

ですが、少し工夫すれば専門家や学

生を越えて情報を広く届けることがで

きる。充実したコンテンツがあるのに

もったいないと思っていました。NII

のスタッフになり、感じていたことを

実現するチャンスをもらいました ( 図

2)。コンセプトは、「論文情報をより

多くの人に届けること」です。まず、

CiNii に収録されている 2000 万の論

文の書誌を無料で提供することにしま

した。書誌には、論文のキーワードや

概要が記載されているので、これを見
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れば、どのような論文なのかだいたい

わかります。

岡本 : 2006 年 12 月のリニューアル

ですね。仕事であれ、個人的な関心で

あれ論文を調べたいというニーズは、

多いと思います。資本力がある会社や

大学など限られた組織に所属していな

ければ論文の内容を知ることができな

いという、アンフェアな状態が解消さ

れたという点で評価しています。

大向 :実は、書誌情報の公開は、リ

ニューアルの目論見のほんの一部でし

かありません。本当にやりたかったの

は、Google や Yahoo! などよく使われ

ている一般の検索エンジンで、CiNii

の書誌が引っかかるようすることで

す。2000 万の書誌を無料で見られる

ようにしたといっても、一般のユー

ザーが、わざわざ CiNii のトップペー

ジに来て、キーワードを入力して検索

することはほとんどないでしょう。日

常的に利用している検索サービスか

ら、CiNii の書誌にたどり着く道筋を

つくってやらないと、本当の意味での

ユーザー拡大にはつながりません。

岡本 :確かに、これまでは、調べる分

野などで検索サービスの使い分けをし

ていました。しかし、インターネット

が普及して、一般の検索エンジンを使

えば、どんな分野でもある程度の情報

が手に入る時代になり、使い分けは受

け入れられなくなっています。

大向 :インターネットで情報が簡単

に入手できるようになった時代では、

引っかからない情報は、存在しないの

と同じだと思われてしまいます。最近、

「よく CiNii というページを見かける

のですが、何と読むのですか」と聞か

れます。このように言われるのは、トッ

プページ以外から CiNii のコンテンツ

にアクセスしている人が増えていると

いうことで、私たちの狙いが成功した

証です。読み方を知ってもらうための

努力はもう少し必要ですが…。

阪口 :こうして学術コンテンツと一般

の人を積極的に出会わせる仕掛けをつ

くっていますが、本来のユーザーであ

る図書館や大学へのサービスを怠って

いるわけではありません。

岡本 :一般の検索エンジンに引っかか

“お堅い”イメージを壊す

CiNiiを取り巻く環境
ブログ・SNS、「ウェブ2.0」の急速な普及により、多くの人が気軽にインターネットを使うようになった。

こうした状況で、何かを調べるのに便利なサービスとして、検索エンジンの利用価値は上がっている。

2005年   4月

2006年12月

2007年  4月

 一般公開

リニューアル1:  CiNiiがもつ2000万論文すべての書誌を無料で公開

リニューアル2:  Google・Google Scholarとの連携により、一般の検索エン

ジンでもCiNiiの書誌（300万件）がヒットするようになった。

図2   CiNiiの歴史
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るようにするために、書

誌のページにパーマリン

クをつけましたね。すべ

てのページに固有のアド

レス (URL) をつけたとい

うことですが、これによっ

てブログなどで論文を紹

介するときに、直接リンクが張れる

ようになりました。このような改善

は、大学や図書館など従来からのユー

ザーにとっても便利です。

岡本 : NII のそばに、「日本野球発祥

の地」を記念する碑があります。気

になって検索エンジンで調べると、

CiNii に収録されている日本の野球の

歴史に関する論文がヒットします。こ

れが、まさに学問が役に立った瞬間

です。

大向 :「未知との遭遇」です。ウィキ

ペディアやブログは手軽な情報ソー

スとして、多くの人が気軽に利用し

ています。これらに対抗するわけで

はないですが、論文を読んだほうが

より深く、より効率よく知ることが

できる場合があることを知ってもら

いたいと思っています。

岡本 :私は、直接 CiNii にアクセスし

て論文を探す場合、2 通りの使い方を

しています。まず、得意な分野につ

いて調べる場合で、あの論文を見つ

けようと目的をはっきりもって検索

します。一方、不案内な分野について

理解を深めるために、CiNii を使うこ

ともあります。少なくとも、学会や大

学が認めた信頼性の高い情報を集める

には論文は最適だと思っています。

阪口 :難病の子供をもつ親御さんが、

病名で検索して CiNii の論文がヒット

したことがありました。論文の内容は

専門的で、理解することはできなかっ

たようですが、その論文を書いた先生

に会いに行ったようです。書誌を公開

したことで、論文が今まで思いもよら

なかった使われた方をしたのです。リ

ニューアルの意義を実感した出来事で

した。

大向 :一般の検索エンジンなどから偶

然に CiNii に入ってきたユーザーに、

もっとCiNii を使ってもらうためにも、

「論文を書いた人と積極的に出会わせ

る」仕組みをつくっていきたいと考え

ています。

阪口 :運用面で問題になっているの

は、システム負荷が非常に大きくなっ

たことです。リニューアルが上手くい

きすぎた面もあると思っていますが、

2007 年 4 月に一般の検

索エンジンに書誌を開放

したことで、検索回数は

それまでのほぼ 10 倍に

跳ね上がりました(図3)。

このためサーバーが苦しい状況です。

対策は講じていますが、それでも大

学の試験の時期には、学生さんたち

が一斉に利用するようで、サーバー

が悲鳴を上げてしまいます。

大向 :サービスがスタートした 2005

年 4 月以来、同じサーバーを使って

います。CiNii がこれだけ使われるよ

うになったことで、内部的にもそれ

にふさわしい仕組みが必要だと感じ、

2008 年にシステムを一から作り直す

ことを決断しました。

阪口 : 2009 年 4 月には、こうした

問題を解決した新 CiNii を提供できる

予定です。新 CiNii では、利用が増え

たとしても、小さなサーバー用コン

ピュータを順次追加すれば対応でき

るシステムになっています。

岡本 :サービスをどのように運用して

いくかは大きな問題だと常々思って

います。原稿を書いていて困るのは、

明日の朝までにはと思って深夜に調

べ物をしていると、メンテナンスのた

めに停止するサービスがあることで

す。水道もガスも、社会のインフラ

といわれるものが滞ることは許され

ません。学術情報サービスも同じで

す。例えば、日本人がノーベル賞を

NII Special

インフラとして
当たり前の時代に

新しい出会いをつくる
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図3   リニューアルの成果
2006年12月の書誌パーマリンク公開や2007

年 4月のGoogle公開などリニューアルのたびに、

利用が急激に増えているのがわかる。

受賞して、その受賞者の論文が CiNii

に載っていれば、利用者数は想像を超

えるでしょう。このようなときでも、

誰もが情報にアクセスできるようにな

るのが、理想的な社会であり NII の使

命であると思います。地震などの災害

情報であれば、その重要性について疑

う余地はありませんが、学術情報も同

様のはずで、そのためのコストを惜し

んではいけないと思います。

大向 :サーバーに余裕ができたら、

CiNii をさらに広めていく努力を進め

ていきます。例えば、CiNii の機能と

海外の論文検索サービスの機能を組み

合わせれば、国内外の論文を同時に

調べられるサービスをつくることがで

きます。これは、新しいユーザーやコ

ンテンツの開拓につながるでしょう。

NII としては、外部の開発者に CiNii

の機能を提供することで、さまざまな

アイデアを実現する場を提供したいと

考えています。2009年4月のリニュー

アルでは、API(Application Program 

Interface) を公開する予定です。これ

は、開発者向けに、コンピュータが扱

いやすい形で CiNii が持っているデー

タを提供するというものです。

岡本 :それは、非常にありがたいです。

NDL が先行して始めていますが、NII、

JST を併せた 3 つの機関がデータを提

供してくれれば、今まで全く想像しな

かったような学問の生かし方を提案し

てくれる人が必ず出てきます。これは、

学術コンテンツの世界での事件になり

ます。

阪口 :これから多くの面白いサービス

やコンテンツが現れることを期待し

て、インフラづくりをしているような

ものですね。もちろん、NII 自身もこ

のインフラの上で新たなサービスを提

案していくつもりです。

岡本 :学術情報の世界を 10 年ほど見

てきて、強く感じているのは、一握り

の先進的な研究者個人だけがウェブサ

イトをつくっていた時代は終わり、組

織もウェブサイトを使った発信に力を

入れるようになったということです。

並行して、ブログのような簡易な発信

メディアが出てきたことで、個人も熱

心に情報発信するようになりました。

こうした、状況の変化もありますが、

私のような部外者の発言を、組織が

受けとめてくれるようになってきてい

ると感じます。ブログで書いたことに、

NIIのいろんな方から反応があるんです。

阪口 : NII の人間はみんな、岡本さん

のメールマガジンを読んでいますよ。

岡本 :パーマリンクについては一度強

く要望したことがありますし、API 公

開の必要性も書きました。それが、契

機とは思いませんが、指摘したよう

にCiNii がバージョンアップしていく。

国の機関と市民とが協力して、学術環

境を整備していく気運が生まれてきて

いると思います。

大向 :ウェブの世界の常識として、

パーマリンクや API が求められている

ことはわかっていました。しかし、学

術情報サービスの枠組みの中ではその

重要性が認識されていない面もありま

す。新しいサービスを作っていく際

に、岡本さんのように図書館の世界に

もウェブの世界にも精通している方の

意見は、説得力があり援護射撃になっ

ています。

岡本 : CiNii の意味や位置づけ、成果

を語るとき、システムとしての素晴ら

しさもさることながら、そこにたどり

着くまでのプロセスに注目してほしい

と思います。こうしたシステム作りに

は事務方のスタッフの役割は大きい

ですが、そこに大向さんのようなイ

ンターネットが当たり前の世代が加わ

るようになりました。さらに、外部の

意見を取り入れる柔軟さも備わってき

た。NII の中に、これまでベテランが

築きあげてきた知見の上に、研究者や

若い世代の知見を上手く積み上げてい

く体制が築かれてきました。これが、

CiNii の成功の秘訣ではないでしょう

か。

阪口 :管理・運営の立場から、大向さ

んの協力のもと、岡本さんをはじめ外

部の方々の知恵を借りながら、CiNii

をもっと使いやすく身近なものにして

いきたいと思っています。

                     (取材・構成   池田亜希子)

成功の秘訣
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